
仁王門の欅の大木 

仁王門は 2メートル余の欅の大木を使用している。現在ではこの様な大木は入手不可能であろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

門の関連知識 

お寺の正面の門  楼門とか山門 （三門） 

門の形式     棟門  薬医門  四脚門  八脚門  十二脚門  

控柱(前後の柱)の数により何脚門と言う。 本柱(真中の柱)の数は数えない。 

         三間一戸 五間三戸 

垂木の種類    二軒 繁垂木 平行垂木 扇垂木 板垂木 

｢一軒(ひとのき)｣ ｢二軒(ふたのき)｣ ｢三軒(みのき)｣ 

下部の垂木を｢地垂木(じだるき)｣、上部の垂木を｢飛檐垂木(ひえんだるき)｣ 

詰 組      二手先 三手先 四・五・六・七・八手先等あり  

破 風      千鳥破風 軒唐破風 入母屋破風 切妻破風 唐破風 向唐破風等 

 

 

仁王門の柱は 2 メートル余の欅の大木一本から左図

のように、四本の柱と 2 メートル弱の 

羽目板をとった物です。 

江戸時代だからこの様な大木があったのでしょう。 

仁王門は 1831 年再建 


